
 

 

令和元年 10 月 27 日(日)に市役所本庁舎で第 1 回市民ワークショップを開催しました。 

 

Program１ 副市長あいさつ  

本日は、新庁舎整備基本計画策定のための市民ワークショップに

ご参加いただき、誠にありがとうございます。 

現在、市では新しい庁舎の整備に向けて検討を行っており、昨

年度には基本構想を取りまとめ、『市民に開かれた、安心と希望へ

つながる庁舎』という基本理念を掲げさせていただきました。 

市役所の本庁舎が建設されたのは、私が生まれた年と同じ昭和

33 年で築 61 年が過ぎています。大きな地震が発生しても大丈夫  

なように耐震補強はしてありますが、使い勝手の面で不具合が多く出てきていますの

で、基本理念で示した庁舎を目指して整備していきたいと考えています。 

この市民ワークショップは、今回と併せて３回を予定しており、理想の庁舎像に向

けてご意見をいただき、計画に反映させながら庁舎整備を進めていきますのでよろし

くお願いします。 

 

Program２ 基本構想の概要説明等  

 

 

 

 

 

  

市庁舎は昭和 33 年に建設され、その後増改築を繰り返していま

す。そのため、老朽化や狭あい化、機能の分散化など様々な課題が発

生しています。 

基本構想では『市民に開かれた、安心と希望へつながる庁舎』を基

本理念とし、市民の安心・安全を支える防災や危機管理の拠点として

の機能と耐震性を備えた庁舎、また新たなまちづくりの拠点として市民

に開かれ、誰もが気軽に利用でき交流が生まれる庁舎となるよう整備

していくことを目標としています。 

新庁舎の整備スケジュールは、令和 2 年度末までに基本計画を策

定し、令和 3 年度に建設地を決定します。その後用地取得や設計、

建設工事を行い、令和 10 年度の開庁を目指しています。 

 第１回 

新庁舎の検討は、平成 19 年度に第１

次総合計画に位置づけ、基金を設置しま

した。しかし、世界金融危機により財政の

悪化を懸念し、福祉施策などを優先する

ため計画を一時凍結しました。 

その後、平成 28 年 4 月発生の熊本地

震により、防災拠点としての庁舎の在り方

を再度見直しする機会が生まれ、平成

30 年度に基本構想を策定し、現在基本

計画の策定を進めています。          

これまでの経過 

・人口は令和 2 年度をピークに減少し、40

年後には 46,000 人を割り込む予想となっ

ています。 

・税収はピーク時と比べて 49 億円も減って

おり、今後も増収はあまり見込めません。 

・公共施設(ハコモノ)や道路、橋など、今後

改修や更新を行うには多額の費用が必要と

なり、現在の投資額から試算すると、その

費用を 60 年間で 25％削減していく必要があ

ります。 

亀山の現状 

基本構想の概要 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

Ａ 班 

現在の亀山の宝を継続して
ほしい(自然・歴史含め) 子どもがずっと好きになる街 

明るくて利用し
やすいまち 
公共交通機関等 

スムーズに
移動できる 
公共交通 

大型ショッピングセンターが
ある 

観光地・魅力 若者・子ども 小さいコミュニティ 

交通  高齢者 商業施設 

「誰もが暮らしやすく、魅力のある街」 ←自然・歴史をもっとＰＲ 

将来のまちの姿を考えよう！ 

  

 

 

土地がしっかりしている 

子育てしやすいように補助金
を出すとか、託児所を設ける 駐車場が広く 1 台あたりのス

ペースも大きいこと 

コンパクトな構造で 

一目でわかる窓口 

庁内の動線がうまく考えられ
ること 

災害に強い！ 

市民にやさしい！ 来庁者が使いやすい！ 

外観 ≪明るく・経済的≫ 

「みんなが使いやすく、経済的な庁舎！」 

新庁舎の姿を考えよう！ 

ランニングコストが少なくてす
む庁舎 

気軽に立ち寄れる庁舎 
(開放的な建物) 

誰もがどん
な相談に
も来れる
場所 

ワンフロアで完結できる 

Program３ ワーク 

4 班に分かれ、それぞれ次のような意見が出されました。 

使いやすい 

災害に強い立地  高い場所 

市民の交流スペースがある 

観光地として魅力を発信  若い人が住みたいと思える
魅力のあるまち 

いろんなところに賑わいがつく
れるまち 

利便性の向上 高齢者にやさしいまち 商業施設のあるまち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 班 

外国籍の方々に
もやさしいまち 

福祉（自宅介護等含
め）の充実したまち 

子ども・高齢者も
出かけやすいまち 
（移動手段） 

車がなくても生活
できるまち 

財政にムリのない 

一度外の町に出て
もまた戻りたいまち 

自然豊かなまち 鈴鹿川 

子・老人・外国人 

魅力的なまち 

自然豊か 

「自然が豊かで子供も高齢者も笑顔があふれる〝まち〟」 

将来のまちの姿を考えよう！ 

 

 

職員だけの食堂ではなく開
かれた食堂(市民も利用) 

市民が楽しく来てもらえる
市役所であってほしい 

市役所には色々な施設があ
る方が良い 

気軽に行ける 

デザイン(50 年後に文化
財になるような明治村～
県庁舎(蔵持小学校)) 

外国の方にもわかりやす
い 

防災・交通拠点 自然に調和 

複合施設 

「自然に調和した 

       みんなの拠点」 

新庁舎の姿を考えよう！ 

複合施設（駅、商業施設、
文化会館、学校、公園） 

市民が気軽に立ち寄れる 
交流スペース 
(子ども・老人など) 

子どもがたくさん 
全世代のつながり
があるまち 

子ども(老人)のたまり場
(夏涼しく、冬暖かい) 

中高生の勉強スペ
ース 

財政 
伝統  
祭  自然と調和しているまち 

歴史・自然をいかす 地域のつながりのあるまち 

文化や歴史を大切にするまち 祭りに参加したくなるまち 

駅前等商業地がにぎ
やかなまち 

亀山駅の南側も開発
すれば広い土地ができ
ると思う 

亀山駅前を開発計画
されているが、もっと広
げ計画をすべき 

にぎやかなまち 

話しかけやすい 
聞きやすい 

人々が集いやすい 
気軽に利用できる 

勉強スペース 

広い敷地 木造の庁舎 

高層ではなく低層  
自然に調和 

資源活用
和 

古い建物の活用(分散？) 

開かれた庁舎 

災害拠点(ﾗｲﾌﾗｲﾝ・
自給・避難、物流) 

市役所は交通の基点
になるような所が良い 

亀山市役所は亀山駅に
作ってほしい 

やさしい 

景観を邪魔しない建物 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 班 

こども食堂の充
実したまち 

ひきこもりの人達の
支援のあるまち 

大型商業店 
(ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞﾓｰﾙ) 

豊かさと効率化
の同居 

独居高齢者が地域
とつながれるまち 

電車路線を増やす 

高齢化 
1 人 1 台の車から他
の移動手段はないか 

紙の手続きが
少ないまち 

支援サービス 

若者が住みやすいまち 

自然 

将来のまちの姿を考えよう！ 

 

 

市民以外でも訪問できる
交流ﾌﾛｱ(道の駅的な) 

ｴﾈﾙｷﾞｰの自給  

亀山ＳＡより 5 分以内 

散歩に訪れる庁舎 

ｽﾏｰﾄ市庁舎に 
※受付はＡＩ活用  

亀山のﾓﾃﾞﾙとなる庁舎 

災害 
ｴﾈﾙｷﾞｰＡＩへ活用 

市民外にも 

「開かれた自由な庁舎」 

新庁舎の姿を考えよう！ 

ｽﾎﾟｰﾂ施設と一緒に 

談話ｽﾍﾟｰｽがある 

飲食スペース 

大きめのデパートが
ほしい 

税収ＵＰ 子供が過ごしや
すい明るいまち 

交流手段 

緑・土地を生かした
余裕のある生活 

川や森の生き物
にやさしいまち 車を乗らなくなっても

買い物や通院に困ら
ないまち 

農林業の発展  自給できる市に 

戻りたいと思える地元 

人口 10 万人 

住宅減少 
→緑の増加 

地元で働ける環境 

林業・農業 

バリアフリー 

子連れでも安心
して来られる 

入口が広く明るい 

在り方として開かれ
ている 

市民に差し出さ
れるデザイン 

デザイン・外観 

災害時に臨時県
庁となれる庁舎 

機能の縮小 or 拡
大しても耐えれる 

商業 

お金を生み(生産) 
お金が落ちる(観光) 

市電・地下鉄 

大学がほしい 

ﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂﾁｰﾑのある亀山に 

「〝維持″ではなく〝前進″へ」 

電力を自力で 
(水力・風力) とがった街  他の真似ではなく 

税収・財政 

災害時に動きやす
い設計 

災害時にも機能で
きる(強い) 

災害時にもある程度使え
る自然ｴﾈﾙｷﾞｰの利用  

光・地熱・風・太陽  

平面で広く 豊かな土地を生
かした低い建物 

職員さんの休憩時
に緑のある環境で
ゆっくり過ごす 

光・緑ある庁舎 
緑  

とがった街  他の真似ではなく 

まち(機能)の集約(人口減少) 

市民に開かれる 

市民を威圧しない、
拒絶しない見た目  

県庁所在地に 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

Ｄ 班 

亀山の歴史・自然を
学ぶことができるまち 

亀山城のｲﾒｰ
ｼﾞをﾃﾞｻﾞｲﾝに 

リニア誘致を契機に
企業が集まるまち 

図書館のさらなる活用 

子育てが地域で支えら
れているまち(庁舎) 

駅近で遊べる施設が
ある 

高いビルより木のぬくもり
がある低層の建物 

憩い、癒しのｽﾍﾟｰ
ｽ創出(民間委託) 

歴史  

交流 

「市民が交流したくなるまち」 

将来のまちの姿を考えよう！ 

市外・県外との窓口となるリニア 
情報発信 

活性化 

「ゆっくり、着実な庁舎
ま ち

づくり」 

開放的  ふきぬけ 

職員の方(正規・パート
含む)が働きやすい 

図書館がほしい 
食堂がほしい 

市民の生涯学習
を支えられるまち
(庁舎) 

市民活動の中
心となる庁舎 
(ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ) 

用事がなくても立ち
寄れる街(庁舎)に 

食料品,日用品などがま
とめて買える商業施設 

亀山市の情報が身近
なところで確認できる 

誰でも入れる食堂 

市民の意見や要望
が反映される 

ﾄﾘｴﾝﾅｰﾚのように若
者が訪れるｲﾍﾞﾝﾄ 

異業種交流会(現存の飲
食店を利用する) 

市民と交流が
さかんなまち 

イベント 

交流スペース 

安全 

いろんな世代の人達が交
流できるようになってほしい 

災害時に市民を助け
られる庁舎 

リニア 

 
防災 

 

情報 

商業施設 

アクセス 

新庁舎の姿を考えよう！ 

庁舎に入りやすいきっかけ作り 

閉めている商店街の店
にﾁｬﾚﾝｼﾞｼｮｯﾌﾟの支援 

職員と市民の対話のハードル
が低い庁舎(開放的) 

市民にとって頼れる安
全の象徴となる庁舎 

情報提供できる
身近なﾂｰﾙ 

亀山歴史学習
会(イベント) 

リニアに向けたまちづくり
の機運を醸成する庁舎 

亀山の歴史・魅
力を学び、知るこ
とができる庁舎 

ｲﾍﾞﾝﾄ学習がで
きる大きなﾎｰﾙ 

様々な人への
情報発信法 

大っきな庁舎に
なってほしい 

市民活動が盛ん
に行われる庁舎 

あいあいとの相
互役割分担 

買い物できる商業 
施設(庁舎付近) 

ｽﾎﾟｰﾂｼﾞﾑが
入ってほしい 

緑豊かな公園 

市役所を中心と
したｱｸｾｽのよい
まち 

広いｽﾍﾟｰｽ 
駐車場 「対象」を限定した

交流会(例：独身
女性のつどい等) 

音楽イベント 
夜、ｼﾞｬｽﾞを
聴くとか 

市民が立
ち寄りたく
なる庁舎 

〔ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ〕 若者が自習、ﾋﾞ
ｼﾞﾈｽﾏﾝ・OL の資格取得のた
めの勉強等(ｽﾀﾊﾞで見かける) 



将来像を思い浮かべていただきましたが、手塚治虫が描いた鉄腕

アトムの世界が現在ほぼ実現できていると言われるように、50 年先

にはキャッチフレーズにある市の姿が、皆様方が一致団結して努力

すれば実現できるのではないかと思いました。その時にあわせて、

誰かがやってくれたらではなく、一部で構いませんから自分は何が

できるかも考えてみてはと思いました。いかがでしょうか。 

庁舎の姿については、これからＡＩ技術が進展し、また通信技術が５Ｇ、６Ｇという

超高速化する時代に、「市庁舎は将来も必要か？」という意見も他所では聞こえます。

同じ場所にいなくても情報のやりとりができれば市庁舎は小さくできるのではないかと

いうことですが、今回のワークショップの意見では、将来像に対して市庁舎は必要であ

るという意見でしたね。また、「外観」「災害に強い」「使いやすさ」についての意見

がありましたが、皆さんがイメージするその市庁舎は新築でしょうか？ 氷見市のよう

に高校の廃校を市庁舎に転用した例もあります。これは亀山でもという意味ではありま

せんが、亀山市と人口規模が同じである氷見市がリノベーション、コンバージョンとい

う方法で素敵な市庁舎をつくったように、亀山市の新庁舎にもさまざまな可能性がある

と考えています。ですので、新庁舎のあり方については発想豊かな市民の皆様の意見を

積極的に取り入れていきたいと思っています。 

さて、次回からはより具体的な意見をいただくため、ワークを始める前に大きく４つ

のテーマをお伝えしておこうと思います。 

①新庁舎でどんなことができると良いか（サービスや活動内容など）。 

②そのサービスや活動は誰が担うのか。行政職員だけか。 

③そのために望ましい環境、デザインは何か。 

④新庁舎まで 8 年、どのようなプロセスで進めたら良いか、市民の皆様がどのように

関わっていけばよいか。さらに竣工後の運用についても。 

次回参加いただける方は、このようなテーマについて意見を温めていただければと思

います。本日はありがとうございました。 

 

 

 

 

下記のとおり、テーマを変えてワークショップを実施していますので、ぜひご参加ください。 

回 内容 開催日 場所 

第 2 回 
新庁舎整備に対するあなたの

提案をお聞かせください！ 
令和元年 11 月 9 日(土) あいあい 2 階 大会議室 

第 3 回 
市民交流が深まる新庁舎を 

考えよう！ 
令和元年 11 月 24 日(日) 関支所 3 階 大会議室 

※各回とも午前 10 時～正午 （受付は午前 9 時 30 分～） 

 

 

 

総合政策部 財務課 契約管財グループ 

〒519-0195 三重県亀山市本丸町 577 

TEL：0595-84-5025  FAX：0595-82-9955 

E-Mail：keiyakukanzai@city.kameyama.mie.jp  

 

Program４ 小松委員長の講評 

今後のワークショップのご案内 

■参加要件：亀山市内に在住・在勤・在学す

る人または市内で事業を行う人 

■申込方法：電話、FAX、電子メールでお申

込みください。 


